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※今後、気象台や測候所が発表する最新の防災気象情報に留意してください。

北海道地方では、日本海側や太平洋側西部を中心に２８日か
らの雨により地盤の緩んでいる地域や増水している河川があります。
３０日にかけて前線が停滞し、前線上の低気圧が３０日朝にか
けて北海道付近を通過する見込みです。
日本海側南部と太平洋側西部では、３０日明け方にかけて激し
い雨の降る所があるでしょう。大雨による土砂災害、河川の増水や
氾濫に警戒してください。また、日本海側南部では、２９日夜遅く
にかけて低い土地の浸水に警戒してください。
低気圧や前線の動向によっては、警報級の大雨となる地域が拡
大するおそれがあります。

令和4年6月29日（水）19時00分 札幌管区気象台

6月28日から30日にかけての大雨について

※今後、各地の気象台や測候所が発表する最新の防災気象情報に留意してください。
次の北海道地方気象情報は30日5時頃に発表する予定です。
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■実況・予想天気図
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6月30日9時 予想天気図 7月1日9時 予想天気図

6月28日9時 実況天気図 6月29日9時 実況天気図
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■アメダスによる降水量（28日5時～29日17時）

3



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

Japan Meteorological Agency

このスライドの図は数値予報の結果です。
低気圧の動向や降水分布を概観するための参考資料としてください。

■数値予報による予想図（地上気圧、降水）
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29日21時 30日00時 30日03時

30日06時 30日09時 30日12時


